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〈論文〉

病院内学級での造形活動における子どもの実態

高橋智子
*

The Actud Situation ofthe Child in Products of Arts ttd Cratts ofthe Class in

HOspitals
Tomoko Takahashi

【Abstract】

This paper is a part of the study on the application and development of teaching lnaterials of arts

and crafts in education for the Health― impaired.In this paper for the deve10pment of teaching t001s

tO stimulate children's fOrmative activities, consider the SituatiOn regarding children's bodies and

behavior.

【キーワー ド】病院内学級 造形活動 子 どもの実態

はじめに

本論は,「病弱・身体虚弱教育における造形教材 甲

教具の開発とその活用に関する研究」にもとづき,教
具 (補助具)開発に向けて病院内学級での造形活動に

おける子どもの実態を考察したものである。本研究で

は,病弱 。身体虚弱教育における造形・美術教育の可

能性を探 り,その教育に関わる教員が,実際に教育現

場で活用・応用することのできる造形教材・教具の開

発および指導方法の提示 (教材集の作成)を行 うこと

を目的 としている。

本研究の一環 として,静岡県立こども病院内に設置

されている病弱教室・訪問教育「きらら」において,

担当の教員 と連携 しながら造形教室 (「合同図工」と

も呼ぶ)を継続的に実施 している。造形教室は,長

期・短期入院のため「きらら」に在籍 している児童生

徒を対象 として,1年に 2～3回のペースで実施 して

いる。造形教室で扱 う教材は,担 当教員 と打合わせを

行い,病院内学級や児童生徒の実態,学習環境などを

踏まえながら, 日標の設定及び内容の決定を行つてき

ている。子ども達は体調が良ければ積極的に造形教室

に参加 し,授業中も造形活動を楽 しむ様子が見られる。

病弱教育において実技を伴 う教科は,児童生徒にとつ

て楽 しく意義深いもの 1)であるとされ,その指導の

改善・充実が一層望まれている。先行研究では,全国

の病院内学級においても,全授業時数に占める図画工

作の割合が高いことが示されてお り,教科の中でもカ

リキュラム上重視 されていることが報告 されている

"。
「きらら」においても,教員への聞き取 り調査か

ら,子 ども達の造形に対する興味関心が高いことが分

かっており,子ども達は体調の優れない時でも,他の

教科に比べると積極的に活動に取 り組むとい うことで

ある。これまで実施 してきた造形教室においても,ほ
とんどの子ども達が積極的に活動へ参力日の意欲を示 し

た。現在まで,こ うした授業実践を通 して,現場の教

員 と連携を行いながら,ソ フ ト面としての造形教材の

開発や指導方法に関して検討を重ねてきている の。

しかし,子 ども達が意欲的に取 り組もうとしている反

面,病気による身体的な問題などにより,子ども達の

活動が制限される場面に多く出会つてきた。病院内学

級の実践では,子ども達が病気療養中であることを把

握 し,その実態に合わせた教材・教具開発及び授業過

程における指導などを行 うことが重要になる。子 ども

達に合った教材・教具を用いることや指導を行 うこと

で,子 ども達の造形活動はより活性化 される。病気療

養中のため身体的に不自由さを感 じている子ども達の

造形活動において,それを補ってくれる教具の役割は

特に大きいといえる。

本論では,子 ども達の造形活動を活性化するために,

ハー ド面としての教具開発に向けて,これまでの研究

の概要を振 り返 りつつ,造形教室における子ども達の

身体及び行動に関する特徴や実態について考察を行つ

ていく。

I 病弱教育における造形・美術教育の意義

病弱教育の対象 となる子ども達の病気やその重症度

は多岐にわた り,個々の状態に応 じて様々な制限をう

けている場合がほとんどである。子 どもの病気は先天

性的原因で起こる病気 と,後天性に発症する病気があ

り,重症心身障害児 として寝たきりの子ども達も沢山

いる 。といわれる。病院においては,病気を治療す

ることが第一の目的であるが,衛藤 (2006)は,小児

科医の立場から,子どもの病気は種々であるがいずれ

の患者にも将来があることを指摘 し,その病気や障害
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の程度,年齢に合わせながら,教育を行 うことの必要

性を訴えてお り,病気の子ども達への教育は希望を与

える重要な治療の一環であると述べている 5)。 さら

に病院内学級 とい う場は,単に学習援助だけの場では

なく,子 ども達の闘病意欲を維持 し,病院生活から家

庭生活へつなぐ架け橋 として重要な役割を果たしてい

るとも指摘される 。。病弱教育の教育 目標のひ とつ

は,「子 ども達が学ぶことの楽 しさを知 り,個々の能

力を開花,発達させ,生涯を豊かに幸せに生きるこ

と」7)でぁるといえる。特に実技を伴 う教科は,生活

の充実や心理面の成長,生涯にわたる追求などを可能

にすることができ め,こ の目標達成のために大声な

役割を担っている。病気の子ども達は,個々の病状に

より様々な制限を受けている場合が多いため,普段の

生活の中でも我慢 し耐えていたり,できないことを多

く実感 した りしていることが多い。大田 (2001)は ,

障害のある人にとつての表現活動について「表現活動

においては障害によるできない部分にではなく,その

人のできる部分,すなわち可能性に光があてられる」
9)と 述べているが,それは病気の子ども達にとつても

同様のことがいえる。造形・美術教育においては,子
ども達が可能な範囲で自らの諸感覚を働かせながら,

色やかたちなどを用いて,言葉で表現するよりも直接

的に自分自身の思いを表現することができる。子ども

達はそ うした活動を通 して,「楽 しいこと」を学び ,

その学びが今を楽 しくよりよく生きることにつながる

と考える。

I 造形教材 口教具開発の重要性

病弱の児童生徒の各教科の指導に関しては,文部省

(当時)か ら発行されている「病弱教育の手引一教科

指導編―」の中で,①教育課程の編成,②指導計画の

作成,③指導上の留意点,④教材・教具の創意工夫,

評価の工夫と改善,⑤医療機関等との連携に分けられ ,

詳 しく述べられている 10。
特に,病弱の児童生徒の

場合には,学習の空白,授業実数の制約,経験不足 ,

身体活動の制限により,自 主性や主体性が乏しかった

り,基礎的・基本的な内容が十分に学習できていな

かつた りする場合が比較的多いため,教材・教具の創

意工夫は極めて重要であることが明示されている 10。

また同書には,児童生徒の身体活動の制限を考慮 しな

が ら,運動・動作の障害がある児童生徒に対 し既製

(市販)の教材・教具を利用するだけでなく,それに

改良を加え使いやすくすることで,身体面の負担を軽

減 して,子どもの意欲や学習効果が高まるようにする

ことが重要であることも示されている 12)。

病弱教育において,身体活動の制限を考慮 した教

材・教具の改良は,すべての教科にかかわつてくる特

性であるが,特に指導上の配慮が必要となるのが実技

を伴 う教科についてである。造形・美術教育では,そ

の活動過程において様々な材料・用具を使用するため,

運動・動作に障害のある子ども達は,それらをうまく

使用したり活動 したりすることができないことがある。

「病弱教育の手引一教科指導編一」では,教科ごと

に①教科の特質,②指導上の課題,③指導計画作成上

の配慮事項,④指導上の留意事項,⑤指導計画の展開

例が示されているが,この中で図画工作科・美術科に

おいて,子 どもの病弱の状態を考慮 しながら材料・用

具を選んだり,取 り扱 う量やサイズを選択 したりする

ことの必要性が示 されている 13)。 また文部省 (当

時)・ から発行 されている「訪問教育の指導の実際」の

中でも,障害などの実態に合わせた教材・教具の準備

と活用の必要性が指摘され,それらは日常の中にある

身近なものから選択・改良し,子 どもにとって使いや

すいものである必要があるとされる 10。

こうした造形教材・教具の開発や準備および効果的

な活用は,病弱の児童生徒の学習活動を援助 し,子 ど

も達の学習活動への興味関心意欲を向上させるために

も重要なものであると考えられる。

Ⅲ 造形教材・教具開発に関する課題

病弱教育では,子ども達の病気が様々であるために

必要とされる配慮も多様であることから,系統だつた

教育方法論が築かれにくい状況が指摘されている・ )。

現場の特殊性 (病状,制限,実態,学習進度など)か
ら,造形・美術教育に関しても教材・教具開発や授業

実践についても未だ課題が多い。子ども達の実態の多

様性だけでなく,担当教員は数年で移動するため,教

材 ,教具などの蓄積やメソッドの開発・共有などがさ

れにくいという特徴もある。授業のためのガイ ドライ

ンや教材・教具の開発が先行研究においても課題 とし

て挙げられるが,未だこの課題が解決されているとは

いえない。実際に現場の教員が授業の参考となるよう

な資料や文献も少ない。それにカロえ,他の実技教科に

比べて,図画工作や美術の研修の少なさも現場の教員

から指摘される。

病弱教育の教科指導において,知的障害を伴わない

児童生徒については,通常の学校 と同じカリキュラム

に基づいて指導が行われている。教科書に関しても,

病弱教育専用のものは特になく,普通教育のものを活

用するしかない。 しかし,病弱教育は通常学級 と異な

る点も多く,一人一人の病気の種類や程度に応じて,

教育内容の精選や工夫が必要となる。子ども達の病状

は多岐にわたるため,必要とされる教材・教具や指導

方法もそれにあわせて多様 となる。現場の教員には,

子ども達のそうした実態を把握 しながら,個人にあつ

た細かな造形教材・教具開発およびそれに伴 う指導が

求められる。実際に,教材・教具の創意工夫の主な方

法としては,既製のものを組み合わせて使つたり,そ

れに改良を加えて活用 したり,独 自のものを作成 した

40



病院内学級での造形活動における子どもの実態

りす 馨などの様々な方法写考えられる 1け 。ただ,こ

れまでな拳げてきた文献の幸では,子 ども機の鰹々の

実態に応 した進形教材 筆教具の必要性やその準備 藤講

爾砕重要黎 されてをヽはもの鍮,それを具体鶉に

経介 しているもの減少なく,提示されていたとしても

鰺象価な表繭‡こ鰹まつてい懸もの

「

多い 1貯
。つまり,

癌弱の子ども達に対する歌材 簗教具爾発はや 1/・ ては,

ハー ド画の進彫教材の商容についてもンプフ ト懸侍教

具‡こついて急F現場の教員に寄ねふれているといえる。

鑑爾 (2004)'ま 「饒ジス ト攣ディーの感蕃 さんのた

めの進形畿材木璧燻研究の中で,議者 さん0身体の障

害を補 う [機動具 疇治具聾といらか― ド画の聰発 とプ

プ トや教姉に当たろ『患者さんに適 した進瀞活鶉の農

容Jを達軋 させて忘発す慈必要性を推鏑 している 10。

本構究では,これまで現場との連携‡こま碁授業実%を

進して,ソプ ト繭としての進鰺教輔財発や指導方濃をこ

剰して検討 豪蓄積を行つてきている。ハー ド画の教具

雉磁をこついては,具体勒には鍮 り纏んできてい鍮かっ

た。 しかし=これ蓑での標馨誦籐輩霙の中で,子ども議は

製作 したいという気持ちで溝動に穣纏鶉‡こ膠麟な しよう

とす はパ2廃饉によは微悴鶉を持徽などにより,その

進院が埋畿されらことが多々わった。こうした身体活

魏の漑なが,子 ども達の学膏溝鑽への鰊鑢誦懸や意欲

を機下させていく。身体鶉にも綾れですく集中角蓼続

きなくりヽ子 ども達にとって,ゾ フ トEl‐ としての最形教

結囮発や指導方法の機討や工夫だけでなく,子 ども達

の象鉢 :こ合つた教具をひらハー ド画のM発は,適形講

靱の構性イ臨のために必要不可をものであり急務の議炒

といえ4だろう。

本爾究でまま,遺鰺教縛木発や機導方濃鍮擁耐 は警穫

と強行 して,裁具鯰発に着手していく予定でみる。そ

こで,今後の数具 (纏攀具)M発 に雖けて,数章より

静岡県立こど鶴病鐘で0授業欝鰈‡こわけ鶴,子ども達

弗身体民び衛院に爾する特徴や実籐について,実鱚の

議議侍様子から考察 して1/・ くこととする。

5 攀どには颯咆蝙烙塁熙繊餡薇輻欝隆薇魏憑鵞晰

蠣.上下は鰊鉤鍼鶉珀

入饒中の予どt達は,農饉療機中のため,体力予落ち

ていた り,病状により軸き鮮鋼なされた りするため ,

上下鍍 動 の力の鵜さ写特徴鰊であ儡。時をこ進彫購動

において溝機に使爾す懸上験については,点鑢な行つ

てい格子が多く,その装置蓼鰊や手のワ:こ ついてしヽ壕

ため,饒で手,鞠などの鵞が難量代の子ども達と比較

してとでも弱い。また,片麟 しか勒めヽせない子 どちが

いた り,構痺烙ζあ り動かしがらかった りす懸子ども予

をRる 。こうした子 どもの力め判きなどへの対応 とし
~C‐

,

これまでの援斃実践では材料 鰺燿長の工夫などを中心

‡こ行つてきた。例えば,絵の農チュ暴プから輸侍具を

直接続 り臨すことメ難 しい子に対 しては,大きめの容

(写真上)と 子 ど急が容纂かなスプ⌒ン

で畿具を取 り分けてい儀様子 (写真下)

蝠 露̀驚鐘ベンを燿いて議を描いている様子

纂に輸め具を銀し,それなスプーンでバ レッ トに取 り

分け櫂方法をとつた り 《y菫),Mい 力でも綴が筒単

な機さやすい水性ベンを鶴繭材料 として髄爾 した り

《図 2),ベ ンが滑 りやすいビニールシー トを支持体

として使燿 した りした (図 3)。 パレットや筆洗につ

いても,権飯の鍵権は子どにたちの手の鮨きな薦さや

大きさ弔合わないものが多いため,牛乳パ ックや設

ボーールむどで作成す鶴ようにトンけた (M4)。 子ど

tの実慧をもとに,かけ等華扇具に鱚して,上述 したよ

■|■
‐ ■■‐■ |‐■鰤隋晰

療 蓋.大きめの容轟に絵具を懸してい碁穣予

乙

．
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図 3.|ビユニルシー トにベンを使らて描いている

様子          ■|■ ■ ‐

図41手づくりのパレジト (左)と筆洗 (右 )

図 6.点満の注難鋳が手の甲にらいてかるため

|  1筆をしつかりと斃れない子どもの様子

図 6.‐ 子どもめホシチキスの活動を補助する教員

(左側)の様子  ‐

図7.バンチエイド (紙を切りとる用具)

うな工夫を行うてきているが,斃製めなさみ夕筆 ,

ホシチキス 杯 テープラー)な どを使用する場合す子

どもの活動が割騒されることが多いもこれまでの活動

の中でも,手や朧の力が弱いためにホッチキスがおせ

ない,筆やはさみが強 く鐘れなひ,水の入つたスプ

レーボ トルがおせない,議かな作業を行いにくいなど

の事例があつた。図 6は,点滴の注射針が手の中につ

いているため,筆をしっかりと握ることができない子

どもの様子である。筆を入差 し指と親据で軽く支える

ように持つている様子が分かる。こうした身体鋳なtll

畿や力の弱さから,子 ども達は Fつ くりたいJと いう

気持ちで積極機に挑戦 しようとするが,造形活動が割

限される事yllが 多々あった。造形教室では,その度,教

員やボランティア学生が子どもの活動を補 うような働

きかけ (手をそえて力をかけるなど)を行うてきた

(図 6)6しかし,こ のような場面でも,子ども達は

できるだけ自分の手で作品をつくりたい,1活動を行しヽ

たいという気持ちを強く持つている。ホッチキスの使

燿の際,片手では力が入らないために;点灌を行つて

いる手の上から別の手を添えて両手でおそうとした子

もいた。その際,教員がとっさにバ ンチエイ ド (図

7:紙を擁 りとる踊具)を燿い,ホ ッチキスをおす補

助具 として使用 したことがあつた。バンチ■イ ドは

ホッチキス専用の構勁具ではないが,|そ の機能 (て こ
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の原理)を意用 してホッチキスの構隣具として経爾 し

たところ♪子 どもP軽い力でホッ‐
f―キスをおすことガ

できァ活械がより講発になつた。

近年,様々なユニバーサルデカ ン鍮文房具や筆 ,

ステープラーなどの農Mが発売されて1/・ る。手の力ぶ

辟い人でも鐘 りですい形状となるように持ち手を工夫

した筆 (エ ング型,マ トリョーシカ璧)20)ゃ筆を持

つのが難 しい人でも機に直機機難音できる指筆 (ゆびふ

で)な爾発されてい420。 国 Sは,議謳教育「きれ

ら」において夕指筆を実験鰊に獲鷺した機子であ碁。

指筆は力の‖しヽ子 どらか筆を握 4必要力`ないたあ,よ

リス トレスを感 じ感通となく,上験を自羹に動かしな

が各,総を推 くこと予できはないう利点がある。点繭

をし
~t~お

毎ず,比較鑢自曲な手を強かすこと織できる

子でも,病た0ため体カポ轟く変れやすいとひう特徴

がわる児童生徒にとって,指筆を使驚す患ことで,鶴
くことへ命斃罐財すか鮮高まリン購難がより講性イ臨され

た。子ども達鮮自分の力で「できたJと いう達成感や

喜びを感 じ拳ためをこは,教員やボテンティア学鶴 子`

どt rrO活 動を単に補 うだけで‡まなく,子 ども自身の動

きな補 う教具が必要である。始 かした教具の購源が ,

子ど亀達の進形活動をより活性化すると考える。前述

したようなこ,近年,造瀞分螂に聞して,様々なユニ

バ 3-・サルデ資 ンの議晶藤鐵発されてい儡。 しかし,

既に学校現場で使燿されている燿具を続鋳
-3~る ような

ものはあまり見られなりヽ。学校の様々な事情により,

新 しい理具を必要募濃凱スできなひことも多い中で,M
麗工作科や美術驀́で使層鰻度が高いなさみや筆,離 ッ

チキスなどを子ども連命身体鍮特畿 (力 のMき など)

に合わ澄た使い方ができ暮ような工夫 (教具)豫 必ゞ要

‡こなつてくるだろう。

■.轡餡魏蝙聰黎晰

癌覇鋳子ども連の多く辟,それぞれの身体の状態に

合わせて車綺子を使用 したり多ベッドに機になつたり

しながあ授糞をこ参鳶露する。そのため,逢形懸絋の過程

で, 1畿 に歩きまかつたり,上体を選こした り,体骨

農度を変えたりなどの行効ぶ自分ひとりではできなりヽ

子 ども豫`多い。また先に指摘した上下肢の力の×さだ

けでなく,それらを自白に動かすことができない子も

いゐ。時に多い事例が,車檎子を使用している子ども

達であ4(国 参ゆ詩 鬱11籍 藪)。 車卜す 0タ イプは

様々であり,図 つ趣震 のように上体を越こした姿勢者

保持できる子もいれば,図 1参 Q壼2吟 ように上簿を選

ユせない状態で最影溝軸に取 り絶む子もしヽ4.

図 参.車綺子を使用 していろ子ども時議手

∠
ょ

図 8:子 どちが機筆を使覇 して織を描 く様子

図 10.車綺子を使鷹している子 どもの様子
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図 11.革椅子を使用している子どもの様子

1図 121‐ 車持子を使用している子どもの様子 ‐ |

|1襲碁轟菫菫進基募
=鼻

』象≦基よ4機%鳳藝
鶯学級で使用するタイプの机基籍子を使角し.そ しヽるが,

車持子を使用している子どもに対して

'ま

;手動で上下

に可動できるタイプめ机を使用してし`る。可動式タイ

プの槻は,革綺子には対応してしゝるものの,子 ども達

の身体的な特徴や動きにl~■ 対応していない場合が多く,

課題が多い。国 9～ 11は,実際に可動式タイプの机を

使い,子 ども達が活動している場面である。この机は

上下に可動することができるため,車綺子を机の下に

入れることができ,子どもの目の前に槻を設置できる

という利点がある。しかし,子ども達は車崎子に深く

座る必要があるため,子 どもと机の睡難が空く場合も

あるしまた,可動式タイプの机は上 lh‐ に動かすことは

できても角度調整ができないため;‐子ども達から/1■轟

ゃ制維遍程が見えづらしヽという夫薫もあるよこのょぅ

なタイプの机が,1子 どもの身体に合わないために,総
動しづらそうな姿勢で搾轟づく|グ

'こ

取り蘊んも るヽ様

子をこれま|め轟動1寛そきた11図 11‐は,‐

|1寛轟動
しやすそうな姿勢に見えるか;彙藤な量絡事あ蔚掛け
の上に机がのっているため,机の位置が子どもにとつ

てはかなり高くなっている事例である。机の位置が高

いため,子 どもの顔 と机が近く,活動中は両肘が常に

高く上がるなど活動 しづらそ うな姿勢となっている。

国 12は ,上体を起こすことができない子どもの事例

である:この授業では:粘土製作を行うたのだが,子 |

どもの状態に対応 している机がなかつたため,身体飾

な負担がないことを確認の上,粘土板を子どものお腹

部分に置き,そ の上で製作を行つた。身体的な負担は

ないにしろ,粘土板が湾曲したり固定できなかつたり,

角度調整ができなかったりするために製作 しづらそう

な様子が見 うけられた。こうした活動環境を少 しでも

改善できれば,体力も集中力も長 く続きづ らい子ども

達が,造形活動に対してより興味関心や意欲を持ち,

集中して取 り組めると考える。

図 13は,授業の中で行つた機画活動め際,1教員が

支持体を持ちあげて,子 どもが描きやすいように補助

している様子である。文部省 (当時)から発行されて

いる「病弱児指導事frl集―実技を伴 う教科の指導―」

の中でも,描画活動において,運動機能に障害があり

握力も弱い子に対 して「天板の傾斜が調整できる机を

使用す る」
22)な どの特別な配慮を行 うとある。国

14轟 15は ,車綺子から上体を起こせない子に対 して ,

図 131教員が支持体を持ちあげ描きやすい

. ように補動している様子

44

図 141段ボールで作成した製作台
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図 13.校 とおき籍をどで作成 した製作台

図 鷺.製作台を使用してい儡様子

艤斜のある製作台を最ボ…ルやガムテー‐プをどで筆者

が籐単に作成 したものである。難存の机 とは違い,薇

斜烙`あ碁ため,子 どもポ主体を越こさなくてもき分母

作品や製作過程を見ること浄もできるようになつてい巻。

また鶴面に限らず,製作時において力を入れやす くな

る (図 16)。 些細なことではあるが,こ うヒ′た配慮

や工夫が子ども達の勢体綺な制眼を補動 し,製作への

難難闇赴意欲を高めることになる。

障害Φある子ども達の学習鬱教藪では,雇諄舞具として

「書見台J議 す`でに使燿されている例もあ碁。書見台

とは,極対象を饉斜 させて見悉ことのでき巻合のこと

であ儀。学習面鍮ボー ドの差 し警え浄ζ可能を書見資な

ども市畿 されている。これもの書見台は,主‡こ轟魏教

育において講用されてしヽ4が,運軸障害のある子や菫

魔 鞭菫襖障害の子ども達にも応燿してい藉擁な見なれ

る。鰺‖炉疑簿によ寿 て`も,こ うした書見台の活蠅 鷲応

層が望まれるとこうである。書見資を製作音として講

爾 摯応用するためには,遺醸活動の時徴を銀握した上

でメ溝我におけ
`子

ども達翁動きにああ燈た改良藤必

褒にをつてくる。製作台に限らず丼病轟教育におけも

教具 (鑢勁具)開発においては,適形講動の特徴や子

ども連の勢体的特鞣 動作などを把握 しなぶら,子ど

もの実態に合ったらのを提供 していく必要があるだろ

う。

盪粋 膨‡蓬

本研究では,これまで癌銃内学級や児童豊壼及び学

習環境仰実態をもとに,病院内学級にお l―lる 造彫教材

栃発の機点や難導方法毅どわソプ ト画の検討 願警稿を

経続綺に行つ
~Q‐

きた。今後は,これまで報告してきた

ような子ども達0身体桑が行軸に鐵する実態を踵まえ

なメな,既存の用具を構灘 したり,総動霙境を改善し

たりす碁ようなハー ド轟としての教具 (権鍮具)開発

な躍指 していきたりヽ。そのためには,濯具を扱 う進程

lt‐ わける子ども連の運蟻介析などをより具体綺に行つ

たり,現在健馬 している燿具や製作にねける鸞動環境

の議Iを躊らかにしたりす拳必要があるだるう。そ う

した分析や轟態をもとに=子 ども母難味爾碁意敬を高

め,遺形活動をより活性化すみための教具饒機に取 り

組んでいきたいと考えていふ。
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